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(2)考 察

本年度 の調査結果に よるha当 り成立本数蔚‡び平塚 選高を、5年 前の昭和56年 ア月の調査結

果 と対照 して示す と第5表 のとまゆ である。 な於孟年度 の結果 は、2Plotの 調 査結果を 合計 し、

その平均値として示 した ものである。

第5表 調 査 結 果 の 比 較

第 ろ表にみられるように、 ドイットーヒとス トローブマツはほぼ同様の生長過程をたどつてい

る と認められるが、グィマツは前二者より亀生長量が大 きい。ヤチダモはこの調査に関する限 り、

畿 も生長量が大 きい。ただしこのような結果になつたのは、ヤチダモ植栽地に天然更新によるヤ

チダモが混入 して細り、現在では植栽木と萌確に判別することが困難となつて診り、天然更新木

の一部をも調査に含めたためであり、またPlQtの 設置位置にも原因があるものと推察されるo

したがつてヤチダモの生長量は、実際にはこの値より相当低い ものと推測されるo

植栽後6年 間を経過 したにすぎず、今後5年 間隔で測定を継続し、今後の経過をみることにす

る。

4.カ ソバ類直播造林試験

ヵンバ類は本遵の広葉樹の申で生長がはやぐ、短期育成林業の対象となる樹種のひとつである◇

そ こでカγバ類造林の合理的方法を追求するため、ブル ドーザによる地表処理を行ない直播造林
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な試みた。

の 試験地概要

本試験地は、本 演習林第5林 斑 の標高49o～458mの 羅根 筋付近 に設定 した。 試験地周辺

には5B～55年 生 の シラヵンバが点在 し、それ らが母樹 となつて天然更新 した と推定される4

～5年 生 のシPヵ ンバの小群落が みられる。 本試験地は、その シラヵンバ天然更薪林分 に隣接 し

て設定 した もので、総面積はO.51haで あ る。

(2)地 表 処理於 よび直播方法

地 表処理は ブル ドーザで行ない、筋状 にAo層 を除去 して鉱物質土壌を露出させ、種子の着床

発 芽を容易にきせた。掻起 し筋論 よび掻寄ぜ筋の市は ともに2mで あるo

つ ぎに直播の方法は、地表処理地域を第4表 の ように区分 し、 シラヵンバ、 ヤエガ ワヵンパ、

ダケカソバ、 ウダイカソバの4種 をha当 りに換算 して約2・5Kgず つ播種 した。 な鉛播種は昭和

4G年9月2e～25Hの 間 に行なつたo

第4表 樹 種 劉 面 積

シ ラ ヵ ン パ

ヤ ェ ガ ワ カ ン バ

ダ ケ カ ン バ

ウ ダ イ カ ソ バ


